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人工股関節全置換術周術期における抗血栓薬の管理

武蔵野赤十字病院 整形外科

所属 　整形外科　　　　氏名 小久保吉恭　　　　　　 

(西暦）　　　当院臨床研究倫理審査委員会承認後～2021年3月

人工股関節全置換術（THA）は一般的には術中術後の出血が多く，何ら
かの輸血を考慮する手術です．その一方で，手術を受ける患者は高齢者
であり，内科疾患のために抗血栓薬を内服している症例も見受けられま
す．整形外科医の立場からは，周術期には抗血栓薬の中止が望ましいの
ですが，脳梗塞や心筋梗塞など血栓性疾患発症の可能性を考慮すると手
術侵襲の大きさや合併症の程度に応じて個別の対応が必要です．本研究
の目的はTHA周術期における抗血栓薬と出血量の関係を調査することに
あります．研究結果により，THAにおける出血性・塞栓性の合併症に関
するリスクを正確かつ客観的に判断する根拠を得られることが期待でき
ます．

対象期間（2019年1月1日～2019年12月31日）におけるTHA施行患者の
データをカルテレビューで収集し，抗血栓薬使用群，対象群の2群に分
けて術中出血量および推定総出血量を比較します．


